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Press Release　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　

　 
　　　  
地球温暖化、オキュパイ運動、中東、沖縄米軍基地、核問題と向き合う
第7回 ニューヨーク平和映画祭開催
前夜祭2014年3月21日（金）午後7時～9時
映画祭2014年3月22日（土）午後12～9：30時・10日（日）午後1～6：30時
拝啓　 平素より大変お世話になっております。
第7回を迎えるニューヨーク平和映画祭を3月22日（土）・23日（日）、アッパーイーストサイドにあるオール・ソールズ・ユニタリアン教会 （1157 Lexington Avenue at 80th Street）にて同教会Peace & Justice Task Force との共催で開催します。公募・招待の11作品を上映、作品は全て英語もしくは英語字幕・吹替え付きです。前売りチケットはhttp://nypff2014.eventbrite.com/にて１日通しチケット＄12ドルにて発売。当日券は現金のみ$15ドル。
21日（金）午後7時から９時まで同会場にて上映作品予告編上映と懇親会の前夜祭を行います。（入場料無料、要予約） 

米国内外から世界の様々な問題　-　オキュパイ運動、地球温暖化、中東問題、米国社会運動　-　などを描いた作品に加え、今年の名画選として1952年にフランスで公開された不朽の名作『禁じられた遊び』を上映します。日本からは様々な映画祭で受賞した３作品が参加します。３月にビキニ事件から６０周年となる節目に相応しい、太平洋核実験の真実を伝えるドキュメンタリー映画『放射能を浴びたX年後』はニューヨーク初上映。昨年末、ギャラクシー報道活動部門大賞を受賞した作品です。琉球朝日放送制作の米軍基地に取り囲まれた沖縄高江地区の住民と葛藤を追った『標的の村』は山形ドキュメンタリー映画祭で市民賞と日本映画監督協会賞のダブル受賞作品。カンヌ、ベルリン、ベネチアと世界三大映画祭の全てで短編映画上映経緯のある平林勇監督のアニメショート『663114』はベルリン映画祭特別表彰受賞作品。作品タイトルは「戦後66年の3月11日に起こった４基の原子力発電事故」という意味をもち、震災から３年目となる今もまだ収束されていない福島原発事故への鎮魂の意を表します。
前夜祭予約、プレスパス、取材申し込みは contact@nypeacefilmfest.com までご連絡下さい。
プログラム詳細：

3月22日（土）―　

午後12時：『オキュパイ・ラブ』（ヴェルクロウ・リッパー監督、上映後Q&A）
午後1時50分：『Brick by Brick』（Bill Kavanagh監督）
午後２時45分：『A Matter of Place』（Bill Kavanagh監督、上映後Q&A）
午後３時40分：『Broken on All Sides』(Matthew Pillischer監督、上映後スカイプQ&A)
午後5時20分：『標的の村』（日本、三上智恵監督、上映後スカイプQ&A)
午後７時30分：『放射能を浴びたX年後』（日本、NY初上映、伊東英朗監督、上映後スカイプQ&A)

3月23日（日）―　

午後1時半：『禁じられた遊び』（フランス、ルネ・クレマン監督）
午後2時30分：『Tears』（イラン、世界初上映、Yahya Ghobadi監督、上映後スカイプQ&A）
午後3時05分：『Where Should the Birds Fly』（Fida Qishta監督、上映後Q&A）
午後4時30分：『663114』（日本、平林勇監督、上映後スカイプQ&A）
午後5時00分：『Bidder 70』（Beth & Gerge Gag監督、上映後Q＆A）
何かご質問等がありましたら、以下までご連絡お願い致します。
敬具

記
日時：　2013年3月22日（土）午後12時～午後9時30分 /　23日（日）午後1時～午後6時30分
場所：　オール・ソールズ・ユニタリアン教会 （1157 Lexington Avenue at 80th Street）
最寄り駅：　地下鉄＃6ライン 77 St 駅　
+++　問い合わせ　++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

連絡先：　タナカ有美　Co-Founder/Executive Producer　携帯917.692.2210
Email:　yumi@nypeacefilmfest.com　　Website:　www.nypeacefilmfest.com
